
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したものです。

思考スキルは、特定の問題に限
かぎ

らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。問題に

つまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合えばよい

のか、どのように考え進めればよいのか、…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。問題に取り

組むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情

じょう
報
ほう
や問題の条

じょう
件
けん
を正しくとらえ

る
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再
さい

現
げん

する
　・計算を正しく行う
　・�問題の指

し
示
じ
通りの操

そう
作
さ
を正しく行う

○調べる
　・�方

ほう
針
しん
を立て、考えられる場合をもれや重複な

く全て探
さが
し出す

　・�書き出すことを通じて、法
ほう
則
そく
を発見する

○順
じゅん

序
じょ

立
だ

てて筋
すじ

道
みち

をとらえる
　・�変化する状

じょう
況
きょう
を時

じ
系
けい
列
れつ
で明らかにする

　・�複
ふく
雑
ざつ
な状況を要

よう
素
そ
ごとに順序立てて整理する

　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっている
ことを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・�等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際

きわ
立
だ
った部分（計算式の数、素

そ
数
すう
、約数、平

方数、…など）に注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・対

たい
称
しょう
性
せい
に注目する

　・規
き
則
そく
や周期に注目する

○一
いっ

般
ぱん

化
か

する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあてはまる

ような式を導
みちび
き出す

　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえて
活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面的にとらえる
　・多角的な視点で対象をとらえる

○特定の状
じょう

況
きょう

を仮
か

定
てい

する
　・�「極

きょく
端
たん
な場合を想定して考える（もし全て○○

なら、もし○○がなければ、…など）
　・�不足を補

おぎな
ったり、余

よ
分
ぶん
を切りはなしたりして

全体をとらえる
　・�複

ふく
数
すう
のものが移

い
動
どう
するとき、特定のものだけ

を移動させて状況をとらえる
　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解

かい
答
とう
の範
はん
囲
い
や大きさの見当をつける

思考スキル



○知
ち

識
しき

　・�情報を手がかりとして、持っている知
ち
識
しき
を想

起する
　・�想起した知

ちしき
識を正しく運用する

○理由
　・�筆者の意見や判

はん
断
だん
の根
こん
拠
きょ
を示
しめ
す

　・�ある出来事の原
げん
因
いん
、結果となることを示

しめ
す

　・�現
げん
象
しょう
の背
はい
後
ご
にあることを明らかにする

○置き換
か

え
　・�問いを別の形で言い表す
　・�問題の状

じょう
況
きょう
を図表などに表す

　・�未知のものを自分が知っている形で表す
　・�具体的な数と比

ひ
を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し
点
てん
で複数のことがらを比

くら
べる

　・複数のことがらの共通点を見つけ出す
　・複数のことがらの差

さ
異
い
を明
めい
確
かく
にする

○分類
　・�個

こ
々
こ
の要素によって、特定のまとまりに分け

る
　・�共通点、相

そう
違
い
点
てん
に着目して、情報を切り分け

ていく

○具体・抽
ちゅう

象
しょう

　・�文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心
しん
情
じょう

を取り出す
　・ある特

とく
徴
ちょう
を持つものを示

しめ
す

　・�個々の事例から具体的な要素を除
のぞ
いて形式化

する
　・�個々の事例から共通する要素を取り出してま

とめる

○関係づけ
　・�情報どうしを結び付ける
　・�要素間の意味を捉

とら
え、情報を補

おぎな
う

　・�部分と全体のそれぞれが互
たが
いに与えあう影

えい
響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ
段
だん
となることを見つけ出

す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、論
ろん
理
り
的
てき
な帰結を導き出す

　・�情報をもとに、未来・過
か
去
こ
のことを予

よ
測
そく
する

　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出す

思考スキル



小学5年  基礎力テスト（国・算） ── 解答と解説

算数 （国語と算数あわせて４０分） 国
語
（
国
語
と
算
数
あ
わ
せ
て
四
十
分
）

1

2
度

cm2

kg

m a

27 28

31

29

（2）（1） （3）

種類種類 種類

37 38 39

（2）（1） （3）

33

① ②（6）

30

(完答)32

（5）（4）

21 22 23

（2）（1） （3）

24 25 26

（5）（4） （6）

3

34 (完答)35 36

4

ア（2）（1） （3）人 イ  個

問四

49

54

53

55

56

52

ア
問七

イ

ウ

エ

オ

47

46

48

45

A
問二

B

C

問三

50

51

はじめ

終わり

問五

問六

（
完
答
）

42

41

44

43

40

あ
問一

い

う

え

お

27 2 5 12

43335 13 103.95

136

ウ ケ 562

4 40

490000 3

3 3 13

0.875（ 　） 3 3
40.14（ 　）7

50
7
8

(配点)
算数
　、　⑴～⑷　各２点×10＝20点
　⑸、⑹、　　各３点×6＝18点
　　各４点×3＝12点
国語
問一　各２点×5＝10点
問二、問七　各３点×8＝24点
上記以外　各４点×４＝16点
計100点

1
2 3
4

2

×

×

〇

〇

×

「

ス

ロ

ー

な

適

し

て

い

る

【
ウ
】

簡

単

便

利

な

情

報

収

集

イ

ア

ウ

エ

光
景

て
い
ち
ゃ
く

は

か

対
照

５年生　スタート模試　基礎力テスト（国・算）



算数 （国語と算数あわせて４０分） 国
語
（
国
語
と
算
数
あ
わ
せ
て
四
十
分
）

1

2
度

cm2

kg

m a

27 28

31

29

（2）（1） （3）

種類種類 種類

37 38 39

（2）（1） （3）

33

① ②（6）

30

(完答)32

（5）（4）

21 22 23

（2）（1） （3）

24 25 26

（5）（4） （6）

3

34 (完答)35 36

4

ア（2）（1） （3）人 イ  個

問四

49

54

53

55

56

52

ア
問七

イ

ウ

エ

オ

47

46

48

45

A
問二

B

C

問三

50

51

はじめ

終わり

問五

問六

（
完
答
）

42

41

44

43

40

あ
問一

い

う

え

お

27 2 5 12

43335 13 103.95

136

ウ ケ 562

4 40

490000 3

3 3 13

0.875（ 　） 3 3
40.14（ 　）7

50
7
8

(配点)
算数
　、　⑴～⑷　各２点×10＝20点
　⑸、⑹、　　各３点×6＝18点
　　各４点×3＝12点
国語
問一　各２点×5＝10点
問二、問七　各３点×8＝24点
上記以外　各４点×４＝16点
計100点

1
2 3
4

2

×

×

〇

〇

×

「

ス

ロ

ー

な

適

し

て

い

る

【
ウ
】

簡

単

便

利

な

情

報

収

集

イ

ア

ウ

エ

光
景

て
い
ち
ゃ
く

は

か

対
照

５年生　スタート模試　基礎力テスト（国・算）



【解　説】
2 　いろいろな文章題
⑴　 A1  再現する  特徴的な部分に注目する

平行な直線は、ほかの直線と等しい角度で交わるので、

右の図で、ア＝イ＝180－44＝136（度）

⑵　 A1  再現する
上から３けた目は６なので切りあげて、490000

⑶　 A1  再現する
ひろしくんの体重は、６×８＝48（kg）　ねこの体重は、48÷16＝３（kg）

⑷　 A2  知識  再現する
20×20＝400（m2）　100m2＝１a　なので、400m2＝４（a）

⑸　 A2  情報を獲得する  置き換え
 

右のように図にしてみると、長いコースは、

150－95＝55（m）

短いコースは、95－55＝40（ｍ）

⑹　 A2  特徴的な部分に注目する  特定の状況を仮定する
①�　右の図より、直角に開いた辺どうしが重な

るので、点コと重なるのは点ケと、点コのと
なりの点アが点イと重なるので、点イのとな
りの点ウとなります。

　　②　右の図より、辺ウイの長さは、22－15＝７
（cm）�

直方体のすべての面の面積の和は、展開図の

面積に等しいので、�

15×７×２＋８×22×２＝562（cm2）

a

b

c

44°

ア

イ

150m

95m

短いコース 長いコース

ア

イウ

エ

オ カ
キ ク

ケ

コ

22cm

15cm15cm

8cm

５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）



3 　
⑴　 B1  情報を獲得する  一般化する

 

上の表から、テーブルを１つ増やすと、すわれる人数は､12－７＝５（人）ずつ増えることがわかるので、�

22＋５＝27（人）

⑵　 B1  一般化する  置き換え
１人ずつすわる右側と左側の２人は変わらず、テーブル１つで、２＋３＝５（人）ずつ増えると考えると、�

（テーブルにすわれる人数）＝２＋５×（テーブルの数）　になるので、

◎＝２＋５×△　より、ア＝２、イ＝５

⑶　 B1  一般化する  順序立てて筋道をとらえる
（2）より、◎＝２＋５×△　なので、

◎＝62のとき、△＝（◎－２）÷５＝（62－２）÷５＝12（個）

4 　
⑴　 B1  調べる  特定の状況を仮定する

長方形＝４つの角はすべて直角である四角形�

輪ゴムをかける４つのくぎの組み合わせの例は、左ま

わりに、

（１、９、10、２）、（１、９、11、３）、

（１、９、12、４） より、３種類

⑵　 B1  調べる  特定の状況を仮定する
ひし形＝４つの辺の長さが等しい四角形�

輪ゴムをかける４つのくぎの組み合わせの例は、左ま

わりに、

（１、５、６、２）、（２、５、10、８）、

（１、10、12、３） より、３種類

テーブルの数（個）
すわれる人数（人）

１ ２ ３ ４ ５
７ 12 17 22 . . . .

. . . .

増える人数（人） ⇒ ５ ５ ５ ５ . . . . .

１ 2 ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

１ 2 ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）



⑶　 B2  調べる  特徴的な部分に注目する  特定の状況を仮定する
向かい合う２組の辺が平行な四角形⇒平行四辺形・ひし形・長方形・正方形�

⑴と⑵より、長方形＝３種類、ひし形＝３種類、正方形（＝４つの辺が等しく、すべての角が直角）はできない�

作ることのできる残りの平行四辺形を考えると、輪ゴムをかける４つのくぎの組み合わせの例は、左まわりに、

（１、５、７、３）、（１、５、８、４）、

（１、５、11、８）、（１、７、８、２）､

（１、11、12、２）､（２、５、７、４）、

（３、５、６、４）　より、７種類

合わせて、３＋３＋７＝13（種類）

１ 2 ３ ４

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12

５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）５年生　スタート模試　基礎力テスト（算数）



【
解　

説
】

　
　

齋さ
い

藤と
う

孝た
か
し

「
新
聞
で
学
力
を
伸の

ば
す
」
よ
り
出
題
し
ま
し
た
。
筆
者
は
、
紙
の
新
聞
を
読

む
こ
と
で
知
的
能の
う

力り
ょ
く

を
高
め
て
い
た
こ
と
と
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
紙
の
新
聞
を
読
む
こ

と
で
基き

礎そ

力
を
つ
け
て
か
ら
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
述の

べ
て
い

ま
す
。

問
二　

Ａ
２ 

知
識 
比
較

　
　

接
続
語
の
問
題
で
す
。（　
　
）
の
前
後
の
内な
い

容よ
う

か
ら
あ
て
は
ま
る
接
続
語
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

Ａ　
前�　
新
聞
は
毎
朝
、
家
に
配
達
さ
れ
、
手
で
持
つ
こ
と
が
で
き
、
触さ
わ

る
こ
と
が
で
き
、「
匂に
お

い
」
を
発
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
→　
付
け
加
え
る
内
容
（
さ
ら
に
）

　
　
後　
記
事
に
書
き
込こ

み
を
し
た
り
、
切
り
取
っ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｂ　
前　
大
人
は
英
語
の
辞
書
で
も
国
語
辞
典
で
も
電
子
辞
書
で
十
分
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
⇔　
反
対
の
内
容
（
し
か
し
）

　
　
後�　
子
ど
も
は
い
き
な
り
電
子
辞
書
を
使
う
の
で
は
な
く
、
最
初
は
紙
の
辞
書
を
使
っ
て
、
辞

書
の
引
き
方
を
身
に
つ
け
、
赤
ペ
ン
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
線
を
引
い
て
読
み
込
む
と
い
っ

た
辞
書
と
の
接
し
方
を
覚
え
た
上
で
、
電
子
辞
書
に
移い

行こ
う
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｃ　
前　
紙
の

　
　
　
　
　
←　
言
い
か
え
（
つ
ま
り
）

　
　
後　
ス
ロ
ー
な
辞
書
と
の

問
三　

Ｂ
１ 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

底
辺
と
い
う
意
味
は
下
の
ほ
う
を
指
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
知
的
能
力
の
低
い
方
が
高

く
な
る
と
い
う
こ
と
は
図
の
よ
う
な
意
味
に
な
り
、
日
本
人
全
体
の
一
定
水す
い

準じ
ゅ
ん

の
学
力
が

高
く
な
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
四　

Ｂ
１ 

理
由 

具
体
・
抽
象

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
ち
ょ
う
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
━
線
②
の
直
前
に
、「
ネ
ッ
ト
で
は

時じ

じ々

刻こ
く
々こ
く
と
新
し
い
情じ
ょ
う

報ほ
う
が
流
れ
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
筆
者
自
身
も
情
報
収し
ゅ
う

集し
ゅ
う

の
た

め
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
、
簡か
ん
単た
ん
便
利
な
情
報
収
集
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
電

子
メ
デ
ィ
ア
は
簡
単
便
利
に
新
し
い
情
報
が
収
集
で
き
る
の
で
、
紙
の
新
聞
を
取
る
人
が
減へ

っ

て
い
る
の
で
す
。

問
五　

Ｂ
１ 

具
体
・
抽
象 

置
き
換
え

　

「
こ
れ
」
が
何
を
指
し
示
し
て
い
る
の
か
考
え
ま
す
。「
こ
れ
」
は
、「『
ス
ロ
ー
な
メ
デ
ィ
ア
』

こ
そ
が
、
子
ど
も
の
『
技
の
習
得
』
に
は
適て
き

し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
ま
す
。

問
六　

Ｂ
１ 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

本
文
か
ら
ぬ
き
出
さ
れ
た
文
章
は
、
紙
の
新
聞
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、【
エ
】

は
ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
読
む
人
も
」
と
「
も
」
と
前
の
文
章
の
内
容
に
付
け
加
え
て

い
ま
す
か
ら
、
紙
の
新
聞
の
特
ち
ょ
う
が
書
か
れ
て
い
る
【
ウ
】
の
場
所
に
も
ど
す
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１ 

具
体
・
抽
象 

比
較

　
　

ア
は
、「
教
育
水す

い

準じ
ゅ
ん

や
所し

ょ

得と
く

水
準
が
高
い
親
が
新
聞
を
取
っ
て
」
が
ち
が
い
ま
す
。
10
年

く
ら
い
前
ま
で
は
、
教
育
水
準
や
所
得
水
準
に
関
係
な
く
新
聞
を
取
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
　

イ
は
、「
明
治
時
代
が
始
ま
る
前
」
が
ち
が
い
ま
す
。
明
治
時
代
ま
で
が
正せ
い

解か
い

に
な
り
ま

す
。

　
　

オ
は
、「
電
子
メ
デ
ィ
ア
と
ス
ロ
ー
な
メ
デ
ィ
ア
を
同
時
に
活
用
し
て
」
が
ち
が
い
ま
す
。

ま
ず
は
ス
ロ
ー
な
メ
デ
ィ
ア
に
触ふ

れ
る
こ
と
で
、論ろ
ん
理り

的
に
と
ら
え
る
と
い
っ
た
技
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
ら
れ
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
基
礎
力
は
養
わ
れ
る
の
で
す
。

底辺

学
力

高
い

底辺が高くなる

５年生　スタート模試　基礎力テスト（国語）


